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十
一
月
二
十
幸
二
十
六
日
、
 
 

京
都
大
学
数
理
解
析
研
究
所
で
 
 

第
一
由
「
高
木
レ
ク
チ
ャ
ー
」
 
 

が
行
ね
れ
、
．
全
国
か
ら
約
一
四
 
 

〇
名
の
聴
講
者
が
訪
れ
た
。
 
 
 

「
高
木
レ
ク
チ
ャ
ー
」
は
、
 
 

「
日
本
現
代
数
学
の
父
」
と
呼
 
 

ば
れ
る
高
木
貞
治
（
て
い
じ
、
 
 

一
八
七
五
卜
⊥
九
六
〇
）
の
名
 

に
ち
な
み
、
日
本
数
学
会
が
今
 
 

年
三
月
に
設
置
し
た
。
数
学
章
 
 

の
名
前
を
冠
し
た
招
待
講
演
会
 
 

は
 
新
た
な
数
学
の
創
造
に
寄
与
す
 
 

る
こ
と
雷
局
に
、
今
後
年
二
 
 

回
、
春
ど
秋
に
行
わ
れ
る
。
甲
 
 

借
地
偏
基
本
的
に
「
東
京
大
学
 
 

（
春
）
と
京
都
大
学
（
秋
）
に
 
 

な
る
男
運
し
だ
。
 
 
 

第
．
一
回
「
高
木
レ
ク
チ
ャ
 
 

第
十
回
と
な
る
今
回
は
、
 
 

フ
ィ
ー
ル
ズ
蓋
勇
者
で
あ
る
 
 

ス
メ
イ
ル
・
シ
カ
ゴ
大
教
授
（
力
 
 

学
系
）
と
リ
オ
ン
ス
・
コ
レ
ー
 
 

ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
救
援
 
 

（
応
用
数
学
）
の
両
名
の
は
か
、
 
 

ブ
ロ
ッ
ケ
・
シ
カ
ゴ
大
数
投
（
整
 
 

数
論
）
、
ヴ
ォ
ワ
ザ
ン
・
フ
ラ
 
 

ン
ス
国
立
科
学
研
究
セ
ン
タ
1
 
 

教
授
（
代
数
弟
何
学
）
と
い
う
 
 

四
各
の
研
究
者
を
招
待
し
た
っ
 
 
 

高
木
貞
治
は
「
旧
制
第
三
高
 
 

等
学
校
（
後
の
京
大
教
養
部
）
 
 

か
ら
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
 
 

（
現
を
の
東
大
理
学
部
）
に
進
 
 

学
。
同
大
学
を
卒
業
後
、
三
年
 
 

間
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
代
数
的
 
 

整
数
論
な
ど
で
知
ら
れ
る
ヒ
ル
 
 

ベ
ル
ト
に
師
事
し
た
。
帰
国
後
 
 

は
、
．
東
大
の
助
教
授
、
教
授
と
 
 

し
て
代
数
的
整
数
論
の
研
究
 
 

で
、
「
頼
体
論
」
を
確
立
し
、
『
帝
 
 

大
頼
体
倫
』
±
九
二
〇
）
で
、
 
 

ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
頑
体
」
め
概
 
 

奉
竺
般
化
三
数
学
の
ノ
ト
 
 

ベ
ル
買
」
せ
さ
れ
る
フ
ィ
」
ル
 
 

ズ
賞
の
創
設
±
九
三
八
年
）
 
 

に
あ
た
り
、
琴
一
回
選
考
委
員
 
 

と
レ
て
世
界
の
五
人
の
中
の
一
 
 

人
に
選
ば
れ
る
な
ど
世
界
的
な
 
 

数
学
者
と
し
て
活
躍
レ
た
。
 
 

拾
得
講
演
会
と
し
て
は
琴
一
 
 

次
世
界
大
戦
期
に
創
設
さ
れ
、
 

『
数
学
原
論
』
め
執
筆
な
ど
で
 
 

知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
数
学
者
 
 

集
団
 

バ
ヰ
」
を
冠
し
た
ブ
ル
バ
キ
セ
 
 

ミ
ナ
ー
や
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
 
 
 

が
主
催
す
る
C
u
r
r
e
n
オ
D
e
く
e
－
 
 

O
p
m
e
n
訂
i
n
M
呈
h
e
m
a
t
i
c
払
 
 

な
ど
が
有
名
だ
が
、
今
回
世
界
 
 

的
に
も
著
名
な
高
木
の
名
を
冠
 
 

し
て
、
そ
れ
ら
に
匹
敵
す
る
権
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威
あ
る
講
演
会
を
官
本
に
も
作
 
 

ろ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
。
 
 
 

小
林
俊
行
・
日
本
数
学
会
理
 
 

事
（
京
大
数
理
解
析
研
究
所
教
 
 

授
）
は
「
内
容
は
非
常
に
高
度
 
 

だ
が
、
研
究
者
に
と
っ
て
新
た
 
 

な
ひ
ら
め
き
に
つ
な
が
る
機
会
 
 

を
提
供
し
た
い
」
と
話
し
て
い
 
 

る
。
 
 
 


